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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

DOT タイヤ情報は各タイヤの側面にあります。これは
タイやの負荷と速度定格を表すものです。タイヤを交
換する場合には同じまたは上級規格のタイヤを使用
してください。タイヤは必ずマシンの重量要求を満た
すものをお使いください。

電電電磁磁磁波波波障障障害害害にににつつついいいててて

米米米国国国内内内 本製品は FCC規則第 15 章に適合しております。本製品
の使用については以下の条件がつけられております 本製品は基
本的に危険な電磁傷害を引き起こしません 本製品の性能を阻害
するような電磁障害の発生する場合であっても、本製品の使用者
はそのような電磁障害を排除する権利を有しません。

本製品は高周波を使用する製品であり、使用時には高周波が発
生します。このため、不適切な条件、すなわち製造会社の指示
を正しく守って設置・使用しないとと、ラジオやテレビの受信障害を
起こす可能性があります。本製品は、FCC (米連邦通信委員会)
規則第 15 章に定める試験の結果、クラス B コンピュータ機器の
基準に適合しております。しかしながら、これにより障害が発生し
ないことを保証するものではありません。本製品が受信障害の原
因となっているかどうかは、本製品の電源を入切することによって
確認することができます 本製品が原因で障害が発生している場合
には、以下のような方法で取り除く努力をしてください:テレビやラ
ジオのアンテナの向きを変えてみる; コントローラとラジオやテレビ
の位置関係を変えてみる; ラジオやテレビの電源回路とは別のコ
ンセントからコントローラの電源をとる。状況に応じて、ラジオ・テ
レビの専門業者にご相談ください。なお、受信障害対策のため
に、FCC から以下のようなパンフレットが出版されています: How
to Identify and Resolve Radio-TV Interference Problemsご希望
の方は以下にご請求ください U.S. Government Printing Office,
Washington, DC 20402. Stock No. 004-000-00345-4.
FCC ID: W7OMRF24J40MDME-Base,
OA3MRF24J40MA-Hand Held
IC: 7693A-24J40MDME-Base, 7693A-24J40MA-Hand Held
本製品の使用については以下の条件がつけられております 本
製品は基本的に危険な電磁傷害を引き起こしません また本製
品の性能を阻害するような電磁障害の発生する場所であって
も、本製品の使用者は本製品の使用に際してそれらの障害を
排除する権利を持ちません。
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注注注意意意
Changing or modifying the machine without
the express approval from the party
responsible for compliance could void your
authority to operate the equipment.
Do not change or modify the machine
without the express approval from the party
responsible for compliance.

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
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れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。
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はははじじじめめめににに
この清掃用ブロアは、乗用型の装置で牽引使用する専
門業務用の製品であり、そのような業務に従事するプ
ロのオペレータが運転操作することを前提として製造さ
れています。この製品は、集約的で高度な管理を受け
ている公園、ゴルフ場、スポーツフィールドその他の芝
生において、風でごみを吹き飛ばす方法によって清掃
を行うことを主たる目的として製造されております。この
機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者本人
や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号にににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい場場場合合合ももも
ああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、
パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。

g257159

図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。

3
 



目目目次次次
安全について ............................................................. 5

安全上の全般的な注意 ................................... 5
安全ラベルと指示ラベル ...................................... 6

組み立て ................................................................... 7
1バッテリーを接続する .................................... 7
2ブロアにヒッチを接続する............................... 8
3ブロアを牽引車両に取り付ける ....................... 8
4ハンドヘルドリモートを組み立てる .................... 9

製品の概要 ............................................................. 10
各部の名称と操作 ............................................ 10
仕様 ..................................................................11
無線仕様 .....................................................11
アタッチメントとアクセサリ ................................11

運転の前に ...........................................................11
運転前の安全確認 ........................................11
燃料を補給する ............................................12
エンジンオイルの量を点検する .........................12
タイヤ空気圧を点検する .................................13
ホイールナットのトルクを点検する .....................13

運転中に .............................................................. 13
運転中の安全確認 ........................................13
リモコンについてのご注意 ...............................14
エンジンの始動手順 .......................................15
エンジンの停止手順 .......................................16
リモコンを使用する ........................................16
ブロアのノズルの方向調整 ..............................16
シュート位置インジケータの使用方
法............................................................16

作業のコツ ...................................................17
運転終了後に ...................................................... 17
運転終了後の安全確認 ..................................17
搬送する場合 ...............................................17

保守 ........................................................................ 18
保守作業時の安全確保 ..................................18

推奨される定期整備作業 ...................................... 19
始業点検表 ..................................................19

エンジンの整備 .................................................... 20
エンジンの安全事項 .......................................20
エアクリーナの整備........................................20
カーボンキャニスタの整備 ...............................21
エンジンオイルについて ..................................22
点火プラグの整備 .........................................23
エンジンのスクリーンとオイルクーラの清
掃............................................................24

燃料系統の整備 ................................................... 25
燃料フィルタの交換........................................25
燃料タンクの整備 ..........................................25

電気系統の整備 ................................................... 26
電気系統に関する安全確保.............................26
バッテリーの交換 ..........................................26
ヒューズの交換 .............................................26

走行系統の整備 ................................................... 27
タイヤの点検 ................................................27

ベルトの整備 ........................................................ 27
ベルトの調整 ................................................27

その他の保守整備 ............................................28

吹き出し口の点検..........................................28
リモコンとベースユニットの連携を行う
...................................................................... 28

保管 ........................................................................ 29
マシンの保管 ................................................29
ごみの処分 ..................................................30

故障探究 ................................................................. 31
故障コードの確認 ..........................................31
故障診断モードでコードを見るには ....................31
故障コードのリセット .......................................32
故障診断モードを終了するには ........................32

4
 



安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は ANSI B71.4-2017 標準に適合する製品
です。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この製品はものを吹き飛ばす能力があります。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルと、ト
ラクションユニットのマニュアルの両方をお読みにな
り内容をよく理解してくださいこの製品を使用する人
すべてがこの製品とトラクションユニットについて良く
知り、警告の内容を理解するようにしてください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 作業場所に、子供や無用の大人、ペットなどを近づ
けないでください。子供に運転させないでください。

• 各部の調整、修理、洗浄、格納などは、必ずエン
ジンを停止させ、キーがついている機種ではキーを
抜き取り、各部が完全に停止し、機体が十分に冷
えてから行ってください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安
全上の注意や安全注意標識のついている遵守事項は
必ずお守りください図 2。注意、警告、および危険 の
文字は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decal115-5105

115-5105

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告この機械を実際に使用するために、すべてのオペレータがオペレーターズマニュアルを熟読し、講習を受講すること。

3. 警告整備作業前にはエンジンを停止させ、キーを抜き取り、オペレーターズマニュアルを読むこと。

4. 物が飛び出す危険人を近づけないこと。

5. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り付けて運転すること。

6. 警告牽引車両に接続されていない時にはエンジンを始動させないこと エンジンを始動する時には必ず本機を牽引できる車両に接
続すること。

decal115-5106

115-5106

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 物が飛び出す危険人を近づけないこと。

3. 手の切断の危険可動部に近づかないこと。

decal115-5113

115-5113

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。聴覚および眼
の保護具を着用すること。

decal119-6165

119–6165

1. エンジン – 停止 3. エンジン始動

2. エンジン – 作動

decal131-6766

131-6766

1. 7.5 A 3. 電気アクセサリ (15 A)
2. 7.5 A 4. TEC-2403 (2 A)

decal133-8062

133-8062
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 Grafo 112X グリスP/N 505-47 — バッテリーを接続する。

ブロアアセンブリ 1
ヒッチ 1
ボルト⅜" x 3" 2
フランジナット⅜" 2
ヒッチクレビス 1
ボルト⅝" x 4½" 2

2

ロックナット⅝" 2

ブロアにヒッチを接続します。

ヒッチピン 13 クレビス 1 ブロアを牽引車両に取り付けます。

ハンドヘルドリモート 1
単四電池 44
ねじ小 6

ハンドヘルドリモートを組み立てます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 運転前によく読むこと。

エンジンマニュアル 1 エンジンの操作および保守のためにお使いください。

リモコン 1 ブロアをリモート操作するのに使用します。

規格適合認定書 1 CE 規格に適合させる場合。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

— Grafo 112X グリスP/N 505-47

手手手順順順
1. バッテリーカバーをバッテリーボックスに固定して

いるクリップを外す図 3。

g029816

図図図 3

1. バッテリーカバー 2. バッテリークリップ
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危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと
火火火傷傷傷ををを起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可
能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと
手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよ
ううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくく
こここととと。。。

2. プラスケーブル赤いケーブルをバッテリーのプラ
ス端子に取り付ける。

3. 黒いケーブルをバッテリーの端子に取り付ける。

4. 腐食防止のために端子部と取り付け金具にワセ
リンGrafo 112X: P/N 505-47を塗る。

5. バッテリーカバーを取り付け、クリップで固定す
る。

2
ブブブロロロアアアにににヒヒヒッッッチチチををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブロアアセンブリ

1 ヒッチ

2 ボルト⅜" x 3"

2 フランジナット⅜"

1 ヒッチクレビス

2 ボルト⅝" x 4½"

2 ロックナット⅝"

手手手順順順
1. ブロアを平らな床の上におく。

2. タイヤに輪止めを掛け、機体の前部をジャッキ
アップしてスタンドで支える。

3. フレームブラケットにヒッチチューブに差し込む図
4。ボルト⅜" x 3"2本とフランジナット⅜"を使用
して、チューブをフレームに固定し、ボルトを 40
Nm4.14 kg.m² = 30 ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 ヒヒヒッッッチチチチチチュュューーーブブブががが適適適切切切ななな長長長さささででで取取取りりり付付付けけけららられれれ
ててておおおりりり、、、ブブブロロロアアアををを牽牽牽引引引しししたたた状状状態態態ででで旋旋旋回回回しししてててももも車車車両両両
ととと接接接触触触しししななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

g007878

図図図 4

1. フレームブラケット 3. ヒッチクレビス

2. ヒッチチューブ

注注注 ヒッチは180度回転させて高さを変えること
が可能です。

3
ブブブロロロアアアををを牽牽牽引引引車車車両両両ににに取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ヒッチピン

1 クレビス

手手手順順順
1. 牽引車両を後退させてブロアの正面に停車させ

る。

2. プロアのヒッチの高さを牽引車両の牽引ヒッチと
同じ高さに調整する。

• ヒッチチューブを床と平行にし、ジャッキス
タンドで支える。

• ヒッチクレビス図 4をヒッチチューブに固定して
いるボルトとロックナットを外す。

• 牽引車両のヒッチと大体同じ高さになるよう
に、ヒッチクレビスの高さを調整する。

• 先ほど取り外してボルトとロックナットを使っ
て、クレビスをヒッチに固定し、203 N·m
20.8 kg.m = 150 ft-lbにトルク締めする。ブロ
アのフレームが地表面に対して平行になって
いることを確認する。
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3. 旋回時にブロアと車両とが接触する場合には、
ヒッチチューブの長さが足りないので、より遠い穴
を使ってフレームブラケットに取り付けなおす2 ブ
ロアにヒッチを接続する (ページ 8)を参照。

4. ヒッチピンとクレビスを使って、ブロアのクレビ
スヒッチを牽引車両のヒッチに接続する図 5。

g008175

図図図 5

1. ヒッチピン 3. クレビス

2. 牽引車両のヒッチ

4
ハハハンンンドドドヘヘヘルルルドドドリリリモモモーーートトトををを組組組みみみ立立立
てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドヘルドリモート

4 単四電池

6 ねじ小

手手手順順順
1. リモートを束ねているゴムバンドを外し、バックカ

バーを取る。

2. 新しい電池を入れる 向きに注意すること図 6。

注注注 電池の向きを間違うと、機械が損傷すること
はありませんが、リモコン操作はできません。電
池を入れる箇所にはプラス・マイナスの表示がつ
いています。

g286645

図図図 6

1. ねじ 4. スチール製ガスケット

2. カバー 5. バッテリー

3. シール 6. ハンドヘルドリモート

3. スチール製のガスケットとゴム製のシールをリ
モートの溝にきちんとはめ、バックカバーを取
り付ける (図 6)。

4. ねじ6本を使ってカバーを固定し図 6、各ねじを
1.5-1.7 N·m0.15-0.17 kg.m = 13-15 in-lbにトル
ク締めする。

9
 



製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジン停止ボタンを押すとエンジンが停止します図 7。

g029818

図図図 7

1. LED ライト 5. 右へ回転

2. 左へ回転 6. エンジン速度上昇

3. エンジン速度降下 7. エンジン停止

4. エンジン始動

エエエンンンジジジンンン 始始始動動動

エンジンの始動準備ができたら、エンジン始動ボタン
を押してエンジンを始動させます図 7。始動手順につ
いては エンジンの始動手順 (ページ 15) を参照してく
ださい。

ブブブロロロアアアのののノノノズズズルルルののの方方方向向向

右回転ボタンまたは左回転ボタンは、ブロアのノズル
の吹き出し方向を調整するボタンです図 7。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度

エンジンの回転速度はエンジン速度上昇ウサギボタン
とエンジン速度降下カメボタンで調整します図 7。エン
ジン速度上昇ボタンとエンジン速度降下ボタンを同時に
押すとエンジンはアイドル速度になります。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 8はエンジンの始動と停止を行うスイッ
チで、OFF、RUN、STARTの 3 つの位置がありま
す。キーを右に回して START 位置にすると、スタータ
モータが作動します。エンジンが始動したら、キーから
手を離してください。キーは自動的にRUN位置に動き
ます。キーを OFF 位置に回せばエンジンは停止します

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルル

エンジンが冷えている場合には、チョークレバー図 8を
ON 位置にセットします。

g029819

図図図 8

1. チョークコントロール 3. 始動スイッチ

2. アワーメータ

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ図 8は、本機の積算運転時間を表示
します。

故故故障障障診診診断断断ララランンンプププ

故障診断ランプ図 9はアワーメータの下にあり、故障
時にそれを知らせます。エンジンキーをRUN位置に回
すと、故障診断ランプ が5秒間点灯した後、5秒間消
灯し、その後に点滅1秒間に3回点滅となり、ハンドヘ
ルドリモートのボタンを押すまでこの状態が続きます。
点灯状態が 5 秒間連続したあとで急速な点滅1秒間に
10回、5 秒間の停止が入る場合も入らない場合もあ
りますが続く場合はマシンに何らかの異常があること
を示しています 故障コードの確認 (ページ 31)を参照
してください。

注注注 マシンを始動した時にすでにハンドヘルドリモートの
ボタンが押されていた場合には、LEDが消灯してから5
秒後にLEDの点滅1秒間に3回は始まりません。
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g029824

図図図 9

1. 故障診断ランプ

仕仕仕様様様

無無無線線線仕仕仕様様様

周波数 2.4 GHz

最大出力 19.59dBm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• 各部の調整、修理、洗浄、格納などは、必ずエン
ジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全に停
止し、機体が十分に冷えてから行ってください。エ
ンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必ず所定の
場所に取り付けて使用してください。機能しない安
全装置はすべて交換、読めないステッカーはすべ
て貼り替えてください。これらが正しく機能しない時
には機械を使用しないでください。

• 使用するトラクションユニットの能力をトラクションユ
ニットのメーカーや販売店などに確認してください こ
の重量のエアレータを確実に搭載操作できる能力
があることが必要です。

• いかなる方法であれ、この機械を改造しないで
ください。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。
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燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量18.9 リットル

• 使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

– 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタ
ン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛の燃料を使ってくださいオクタン価評価
法は(R+M)/2 を採用。

– エタノールエタノールを添加10%までした燃料、
MTBEメチル第3ブチルエーテル添加燃料15%
までを使用することが可能です。エタノールと
MTBEとは別々の物質です。エタノール添加燃
料15% 添加=E15は使用できません。エタノー
ル含有率が 10% を超える燃料は絶対に使用し
てはなりませんたとえば E15含有率 15%、E20
含有率 20%、E85含有率 85%がこれにあたり
ます。これらの燃料を使用した場合には性能が
十分に発揮されず、エンジンに損傷が発生する
恐れがあり、仮にそのようなトラブルが発生して
も製品保証の対象とはなりません。

– 燃料含有メタノールは使用できません。

– 燃料タンクや保管容器で燃料を冬越しさせない
でください。 冬越しさせる場合には必ずスタビラ
イザ品質安定剤を添加してください。

– 燃料にオイルを混合しないでください。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザはははごごご
使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイ
ザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととしししたたたももものののははは使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー/コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー

添加剤としてスタビライザー/コンディショナーを使用して
ください。この添加剤には以下のような働きがあります

• 保管中の燃料の劣化を防止する。ただし90日間。
以上の保管を行う場合は燃料タンクを空にしておく
ほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エンジンの
始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加剤剤剤ははは絶絶絶対対対
ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

燃料に対して適量のスタビライザー/コンディショナーを
添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナーは燃料が新し
いうちに添加するのが一番効果的です。燃料系にワ
ニス状の付着物が発生するのを防ぐため、燃料スタビ
ライザーは必ず使用してください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
1. エンジンを停止する。

2. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭いてか
らキャップを取る図 10。

注注注 燃料タンクのキャップについているゲージで
燃料残量を確認する。

g020714

図図図 10

1. 燃料タンク

3. 給油は燃料タンクの首の根元から 6-13 mm 程
度下までとする。

注注注 これは、温度が上昇して燃料は膨張したとき
にあふれないように空間を確保するためである。
燃料タンク一杯に入れないこと。

4. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

5. こぼれた燃料はふき取ってください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルの量を点検する
(ページ 22)を参照してください。
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タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤ空気圧を点検してください図 11。

適正空気圧は 0.965 bar0.98 kg/cm2 = 14 psiです。

g001055

図図図 11

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

使用開始前と最初の10運転時間経過後にホイールナッ
トの締め付けトルクを点検してください。

警警警告告告
こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人身身身事事事故故故
にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

ラララグググナナナッッットトトををを 95-122 N·m6.2-7.6 kg.m = 70-90
ft-lbにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる。。。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護具
を着用してください。長い髪は束ねてください。垂
れ下がるような装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 排出口から噴出す風は非常に強く、まともに吹かれ
るとケガをする危険があります。清掃作業中は、吹
き出し口に人を近づけないでください。

• 人を近づけないでください人が近づいてきたらエン
ジンを停止させてください。吹き出し口を人に向
けないでください。

• かならず牽引車両に接続した状態で運転してくだ
さい。

• 締め切った場所でエンジンをかけたり、風の逃げ道
のない場所へ吹き出し口を向けたりしないでくださ
い。エンジンの排気ガスには無臭致死性の一 酸化
炭素が含まれていいます。

• 人を乗せないでください。また、作業中は周囲から
人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• このマシンを公道で搬送する場合には、各地域の
法令などに従い、また、ヘッドライド、方向指示
器、低速走行車両表示など、定められたアクセサ
リを必ず装備してください。

• 万一、機体に異常な振動を感じたら、直ちに運転
を中止し、エンジンを止めてキーを抜き、本機の全
ての動作が停止するのを待ち、それから点検にか
かってください。破損部は必ず修理・交換してから
運転するようにしてください
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• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の近くなど
路面が一定でない場所では必ず減速してください。

• 機体の転倒を防ぐために、危険な運転操作を避
け、旋回は注意深く行ってください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• トラクションユニットがどの程度の法面まで走行可
能なのかを必ず確認しましょう。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に挙げる、斜面で運転する場合の安全上の注
意を必ず読んで内容をしっかり理解してください。実
際に運転する前に、現場の状態をよく観察し、その
日その場所でこのマシンで安全に作業ができるかど
うかを判断してください。同じ斜面上であっても、地
表面の条件が変われば運転条件が変わります。

– 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。
急に方向を変えたり急な加速やブレーキ操作を
しないでください。旋回は速度を落としてゆっ
くりと行ってください。

– 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある
場合には運転しないでください。

– 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見
えない障害は、取り除く、目印を付けるなどし
て警戒してください。深い芝生に隠れて障害物
が見えないことがあります。不整地では機体が
転倒する可能性があります。

– ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転する
と滑って制御できなくなる危険があります。

– 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十
二分の注意を払ってください。万一車輪が段差
や溝に落ちたり、地面が崩れたりすると、機体
が瞬時に転倒し、非常に危険です。必ず安全
距離を確保してください。

リリリモモモコココンンンにににつつついいいてててのののごごご注注注意意意
• 安全上の注意を守らないと、機器の損傷、使用資

格の喪失、人身事故などを起こす危険があります。

• 正しい配線を維持して使用してください。メーカーの
指示を守ってください。不適切な配線、配線のゆる
み、傷みなどがあると、機器の不作動、損傷、動
作不安定などのトラブルにつながります。

• メーカーがはっきりと認めた以外の改造などを行
うと、本製品についての保証が適用されなくなり
ます。.

• マシンのオーナーとオペレータは、マシンの取り付
けや使用に関連するすべての連邦法規、州の法
規、および各地域法令に従う必要があります。法
律等の遵守を怠ると、処罰の態様となったり製品を
使用する法律的権利を失う場合があります。

• 操作を開始する前に、マシンの周囲に障害物など
がないことを確認してください。リモコン操作を行っ
ても安全であるという確信が得られるまでは、リモ
コンを動作させないでください。

• RF2CAN と TEC2403コントローラの電源を遮断す
るには、主電源を切断します。

• 機器の清掃は、軽く湿した布で拭いてください。使
用後に、泥やコンクリート、ほこり等をきれいにふき
取ってください。ボタンやレバー、配線、スイッチな
どにごみが詰まるとトラブルの原因となります。

• リモコンやベースユニットに水などの液体が入らない
ように注意してください。リモコンやベースユニットに
の洗浄には高圧洗浄器を使用しないでください。

• マシンに溶接作業を行う場合には、RF2CAN と
TEC2403コントローラを機体から外してください。こ
れらを電源につないだままで溶接を行うと、これら
の機器が破損する恐れがあります。

• この文書の「仕様」の項に記載されている使用温
度範囲および保管温度範囲を守って使用および
保管を行ってください。
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エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

警警警告告告
回回回転転転部部部ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななりりりままま
すすす。。。

• 事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、可可可動動動部部部ににに手手手足足足ややや衣衣衣服服服なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

• カカカバババーーーやややシシシュュュラララウウウドドドやややガガガーーードドドははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけ
ててて使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. ブロアを始動する前に、必ず本装置が牽引車両
に接続されていることを確認してください。

2. エンジンが冷えている場合にはチョークをON 位
置にする。

注注注 エンジンが温まっている時はチョーク操作は
不不不要要要 です。エンジンが始動した後は、チョーク
を OFF 位置に戻す。

3. 始動キーを START 位置に回す図 12。

注注注 キーをRUN位置にしたまま時間が経ちすぎた
場合には、キーを一旦 OFF 位置に戻してから
始動操作をやり直す。

g029819

図図図 12

1. チョークコントロール 3. 始動スイッチ

2. アワーメータ

4. エンジンは、エンジン始動許可条件が整った状態
で始動操作を行ったときのみ、始動できます。
エンジン始動許可条件は、以下に述べる「エン
ジン始動許可手順」を実行したときのみ成立し
ます図 13
• START ボタンを押す。

• 次に 左回転ボタン を押す。

• 次に 右回転ボタン を押す。

• 最後に、START ボタンを押し続けてエンジン
を始動させる。

g029818

図図図 13

1. LED ライト 5. 右へ回転

2. 左へ回転 6. エンジン速度上昇

3. エンジン速度降下 7. エンジン停止

4. エンジン始動

注注注 ボタン操作から次のボタン操作は、3秒以内
に行わなければいけません。次のボタン操作
が3秒以内に行われなかった場合には、その手
順全体が無効となり、最初からやり直す必要が
あります。

注注注 また、間違えたボタンを押した場合にも、そ
の手順全体が無効となります。

注注注 START ボタンは、右回転ボタンを押した後、
10 秒以内にが押さなければなりません。押さな
かった場合や、別のボタンを押した場合には、エ
ンジン始動許可条件が無効となります。

注注注 エンジン始動許可条件は、右回転ボタンが押
されてから 10 秒間有効であり、この時間内に
START ボタンを押した場合のみ、エンジンが始動
します。この有効時間を、START ボタンを押すこ
とによって延長することはできません。エンジン始
動リレーコントロールの有効期間は、右回転ボ
タンが押されてから 10 秒間で、これを変えるこ
とはできません。エンジン始動許可有効期間が
切れてしまったあとで、エンジンを始動させたい
場合には、もう一度最初からエンジン始動許可
手順を実行してSTARTボタンを押す必要があり
ます。STARTボタンから手を離した後、10秒間
は再始動操作はできません。

注注注 手順を途中でやめたり、エンジン始動許可有
効期間が切れた後は、右回転ボタンと左回転ボ
タンは通常の機能噴出し口の回転に戻ります。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 1 度度度ににに 10 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。5秒秒秒以以以内内内にににエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししななな
かかかっっったたた場場場合合合ははは、、、10秒秒秒間間間待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一
度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいととと
スススタタターーータタタモモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

5. エンジンが始動した後は、チョークを OFF位置に
戻す。それでエンジンの回転が悪くなるようであ
れば、チョークを ON 位置に戻して数秒間待ち、
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その後にもう一度戻してスロットルでエンジン速度
を調整する。必要に応じてこの操作を繰り返す。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. スロットルを 3/4 に落とす。

2. リモコンのSTOPボタンを押す。

3. 機械から離れる場合には、キーを OFF位置に回
してエンジンから抜き取る図 12

リリリモモモコココンンンををを使使使用用用すすするるる
どの押しボタンでも、押せばリモコンが覚醒電源ONに
なります。リモコンのボタン操作を行ってから3秒以内に
次の操作をしてください。無操作状態が3秒間以上続く
と、バッテリーを節約するために、リモコンは自動的に
休眠モードに入ります。タイムアウトとなってリモコンが
休眠状態に入ると、リモコンのすべてのコントロール
LED の動作が停止します図 14。しかし、どのボタンで
も押されれば、リモコンは覚醒状態に戻ります。

g029818

図図図 14

1. LED ライト 5. 右へ回転

2. 左へ回転 6. エンジン速度上昇

3. エンジン速度降下 7. エンジン停止

4. エンジン始動

リモコンによる操作が何も行われない状態となって2.5
時間が経過すると、RF2CAN と TEC2403 コントロー
ラは、自動的にパワーセーブモードに入ります。パ
ワーセーブモードでは、ベースユニットは低電力消費
状態となります。このモードでは、ベースユニットはリ
モコンからの通信を受け付けず、ブロアのコントロー
ルを行わず、ベースユニットとしての通常動作は行
われなくなります。

• タイムアウトモードになると、エンジンは作動せず
作動していたエンジンは停止し、リモコンによる操
作はできなくなります。

• コントローラを覚醒させるには、キースイッチを一
旦 OFF にしたあとで、もう一度 RUN 位置に回して
ください。

• タイムアウトにならないようにしたい場合には、2.5
時間よりも短い間隔で時々リモコンでノズルを回転さ
せたりエンジン速度を変えたりしてください。

ブブブロロロアアアのののノノノズズズルルルののの方方方向向向調調調整整整
吹き出し口の向きはリモコンのボタンを押して変えること
ができます図 15。

g029818

図図図 15

1. LED ライト 5. 右へ回転

2. 左へ回転 6. エンジン速度上昇

3. エンジン速度降下 7. エンジン停止

4. エンジン始動

シシシュュューーートトト位位位置置置イイインンンジジジケケケーーータタタののの使使使
用用用方方方法法法
回転ゲージの窓に緑色のインジケータタブが入っている
時、シュートは左側にあります。回転ゲージの窓に赤
色のインジケータタブが入っている時、シュートは右側
にあります図 16。

回転ゲージのデカルは、地表面とシュートとの角度を
示します。

インジケータのタブがデカル上の同じ色の領域にある時
は、シュートの吹き出し口が地表面に対して平行に近
いことを示します。

インジケータのタブがデカル上の違う色の領域にある時
は、シュートの吹き出し口が地表面の方向を向いてい
ることを示します。
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g314786

図図図 16
図は左側を示すが、見やすくするために省かれている部品

がある。

1. 赤色インジケータタブ 3. 緑色インジケータタブシュー
トが左側にある時にはゲー
ジ窓の中にある

2. 回転ゲージとデカル

作作作業業業のののコココツツツ
• ブロアの使い方を練習しましょう。風下側に飛ばし

てやると、ゴミが吹き戻されずにうまくいきます。

• 作業中、エンジンは常に全開で使用してください。

• 吹き出し口は、ごみの下からすくうように吹き飛ば
すようにセットしてください。

• 貼り芝をした直後などは、芝を傷める可能性があり
ますから注意してください。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ににに移移移るるる前前前ににに、、、吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを上上上向向向きききにににししし
てててくくくだだださささいいい。。。吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを下下下向向向きききにににしししたたたままままままででで走走走行行行すすするるる
ととと、、、路路路面面面ににに当当当たたたっっっててて破破破損損損すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 各部の調整、修理、洗浄、格納などは、必ずしっ

かりした平らな場所でエンジンを停止させ、キーを
抜き取り、各部が完全に停止し、機体が十分に冷
えてから行ってください。

• マシンの切り離しは、必ず平らな場所で行ってく
ださい。

• 切り離しを行う時には、必ず車輪に輪止めをかけ
ておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

牽牽牽引引引時時時ののの安安安全全全
• まず最初に、国の法令およびご自身の地域におけ

る牽引に関する法令などを確認してください。

• 牽引を行う場合には、必ずエンジンを停止させ、吹
き出し口を上に向けてください。

• 牽引は、必ず牽引ヒッチのある車両で行ってくだ
さい。ヒッチポイント以外の部分で牽引しないでく
ださい。

• ヒッチおよびカップリングが磨耗していないか必ず点
検してください。ヒッチやカップリングやチェーンが
破損したりしている車両では牽引しないでください。

• タイヤ空気圧をチェックしてください。タイヤ空気圧
の適正値はタイヤが冷えた状態で 2.41 bar35 psiで
す。また、タイヤの溝が摩耗していないかどうかの
点検も行ってください。

• 本機と牽引車両の間には、必ず安全チェーンを取
り付けてください。

• 牽引速度は時速 88 km/h 以下を厳守してくださ
い。オフロードで牽引する場合は 24 km/h 以下と
してください。

• 急停止や急発進をしないこと。急停止や急発進
をすると、横滑りや中折れの危険があります。発
進・停止は徐々に、そして滑らかに行うのが良い
牽引のコツです。

• 横転の危険がありますから急旋回はしないでくだ
さい。

• 駐車中は、マシンが不意に動き出さないように輪
止めを掛けてください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには

安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケーブ
ル、ロープなどで機体を確実に固定してください。
機体の前後に取り付けた固定ロープは、どちらも、
機体を外側に引っ張るように配置してください。
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保保保守守守
注注注意意意

適適適切切切ななな保保保守守守整整整備備備ををを行行行わわわななないいいととと車車車両両両ががが故故故障障障・・・破破破損損損しししたたたりりり、、、搭搭搭乗乗乗者者者ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間まままででで巻巻巻ききき込込込むむむ人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

マママニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載ささされれれたたた作作作業業業ををを行行行っっっててて、、、マママシシシンンンをををいいいつつつももも適適適切切切ななな状状状態態態ににに維維維持持持すすするるるここことととががが重重重要要要ででであああるるる。。。

警警警告告告
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動スススイイイッッッチチチかかからららキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、点点点火火火プププラララグググ装装装着着着車車車ののの場場場合合合ははは、、、念念念ののの
たたためめめににに点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが絶絶絶対対対ににに点点点火火火プププラララグググととと触触触れれれるるるここことととのののななないいいよよよ
ううう、、、確確確実実実ににに隔隔隔離離離すすするるるこここととと。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 www.Toro.com から、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 清掃、整備、調整等を行う前に以下を行ってくだ

さい

– 平らな場所に駐車する。

– エンジンを停止させ、キーを抜き取り、点火プ
ラグコードを外し、すべての部分が完全に停
止したのを確認する。

– タイヤに輪止めを掛ける。

– 本機をトラクションユニットから切り離す。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• このマニュアルに記載されている以外の保守整備
作業は行わないでください。大がかりな修理が必
要になった時や補助が必要な時は、Toro 正規代
理店にご相談ください。

• 機体の下で作業をするときには、機体をブロックや
ジャッキスタンドで確実に支えてください。

• 整備作業終了後は、必ずすべてのガード類を確実
に取り付けてください。

• 適切な訓練を受けていない人には機械の整備をさ
せないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 整備中に、車両搭載のバッテリーを充電しないで
ください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグリ
ス、草や木の葉、ほこりなどが溜まらないようご
注意ください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければな
らない時は、手足や頭や衣服などを可動部に近
づけないように十分ご注意ください。周囲に人を
近づけないこと。

• オイルや燃料がこぼれた場合はふき取ってくださ
い。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が十分
にしまっているか常に点検してください。破損するな
どして読めなくなったステッカーは交換してください。

• 安全装置の作動を妨げるようなことや、安全装置
による保護を弱めるようなことはしないでください。
安全装置が適切に作動するかを定期的に点検して
ください。

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げな
いでくださいToro正規代理店でタコメータによるエ
ンジン回転数検査を受け、安全性と精度を確認
しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• 機体の改造を行うと、機械の挙動や性能、耐久性
などが変化し、そのために事故が起きる可能性が
あります。このような使い方をすると Toro® の製品
保証が適用されなくなります。
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推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ベルトの状態と張りを点検する。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルクを点検します。

使用するごとまたは毎日
• エンジンオイルを点検する。
• エンジンのスクリーンとオイルクーラを清掃する
• 吹き出し口のクランプとガイドを点検する。

25運転時間ごと
• スポンジ製エレメントを洗浄し、ペーパー製エレメントは破損していないか点検してくださ
い。 （砂やほこりのひどい場所で使用する場合は整備間隔を短くする）。

50運転時間ごと • ベルトの状態と張りを点検する。

100運転時間ごと

• エアフィルタのペーパーエレメントを交換する。 （砂やほこりのひどい場所で使用する
場合は整備間隔を短くする）。

• エンジンオイルを交換する。
• タイヤの状態を点検する。

200運転時間ごと

• カーボンキャニスタエアフィルタの交換（砂やほこりのひどい場所で使用する場合は整
備間隔を短くすること）

• カーボンキャニスタ・パージラインフィルタを交換する.
• オイルフィルタを交換する。
• 点火プラグを点検する。

500運転時間ごと • 燃料フィルタを交換する。

始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

計器類の動作を確認する。

燃料残量。

エンジンオイルの量。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナを点検する。

エンジンからの異常音がない
か点検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

吹き出し口のクランプのトル
クを点検する。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

19
 



要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて

行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—スポンジ製エレメントを洗

浄し、ペーパー製エレメントは破損し
ていないか点検してください。 砂や
ほこりのひどい場所で使用する場合
は整備間隔を短くする。

100運転時間ごと—エアフィルタのペーパーエレ
メントを交換する。 砂やほこりのひどい場所で使
用する場合は整備間隔を短くする。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの点点点検検検
1. エアクリーナ本体にリーク原因となりそうな傷がな

いか点検する。本体とカバーがシールでしっかり
密着しているのを確認してください図 17。

注注注 ボディーが破損している場合は交換してくださ
い。

g002097

図図図 17

1. エアフィルタのハウジング 3. エアフィルタのカバー

2. エアフィルタのエレメント

2. エアフィルタのカバーをエアフィルタのハウジング
に固定しているラッチを外す図 17。

3. ボディーからカバーを外し、カバーの内部を清掃
する図 17。

4. フィルタハウジングからエレメントを丁寧に抜き
出す。

注注注 フィルタをハウジングにぶつけると汚れが飛び
散ります。ぶつけないように注意してください。

5. エアフィルタのエレメントを点検する。

• エレメントがきれいな場合は、元通りに取り
付ける エアフィルタを取り付ける (ページ 21)
を参照。

• エレメントが破損している場合は、新しいもの
に交換する エアフィルタの交換 (ページ 20)
を参照。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
1. エアフィルタのエレメントを取り外す エアクリーナ

の整備 (ページ 20)を参照。

2. 新しいフィルタの場合は出荷中の傷がないか点
検する。

注注注 特にフィルタの密着部に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。
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3. 新しいエアフィルタを取り付ける エアフィルタを取
り付ける (ページ 21)を参照。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必ずずずエエエアアアククク
リリリーーーナナナアアアセセセンンンブブブリリリ全全全体体体ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

注注注 エレメントを洗って再使用しないでください。フィルタ
の濾紙が破損する可能性があります。

1. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。

2. カバーについているゴム製のアウトレットバルブを
外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

3. エアフィルタのハウジングにエレメントを取り付
ける (図 17)。

注注注 取り付け時には、エアクリーナの外側リムを
しっかり押さえて確実にボディーに密着させる。
フィルタの真ん中柔らかい部分を持たない。

4. エアクリーナのカバーとハウジングを合わせる
図 17。

5. カバーをハウジングにラッチで固定する(図 17)。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタののの整整整備備備

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタエエエアアアフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

2. カーボンキャニスタフィルタを取り外して廃棄す
る図 18。

g029820

図図図 18

1. カーボンキャニスタ 2. カーボンキャニスタ・エア
フィルタ

3. 新しいエアフィルタを取り付ける。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタ・・・パパパーーージジジララライイインンンフフフィィィ
ルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注 パージラインフィルタにほこりが溜まっていないか
時々点検してください。フィルタが汚れてきたら、交換
してください。

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

2. カーボンキャニスタ・パージラインフィルタの前後
両側についているホースクランプをゆるめてフィル
タから遠い位置に移す図 19。
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g018506

図図図 19

1. カーボンキャニスタ・パージ
ラインフィルタ

2. チェックバルブ

3. カーボンフィルタを外して捨てる図 19。
4. 新しいフィルタをホースに取り付けるフィルタに

ついている矢印がチェックバルブの方を向くよう
に取り付け、ホースクランプで元のように固定
する図 19。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より頻繁な
オイル交換が必要です。

オイルのタイプ 洗浄性オイルAPI 規格 SG, SH, SJ
またはそれ以上

クランクケースの容量2 リットル

粘度 下の表を参照してください。

g000238

図図図 20

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えている
うちです。既にエンジンを始動してしまった場合には、
一旦エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10
分間程度待ってください。油量がディップスティックの
ADDマークにある場合は、FULLマークまで補給してく
ださい。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。 油量がADDマークとFULL
マークの間であれば補給の必要はありません。

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. 給油口からゴミが入ってエンジンを傷つけない
ように、ディップスティック図 21の周囲をウェス
できれいに拭く。

g002359

図図図 21

1. ディップスティック 3. オイルレベル範囲

2. 補給管

4. ディップスティック図 21を抜き取り、付いているオ
イルをウェスで拭きとる。

5. ディップスティックを補給管一杯に差し込む図
21。ただしねじ込まないこと。

6. ディップスティックを抜き取り、オイルの量を見
る。油量が足りなければディップスティックの
FULLマークまで補給管からゆっくり補給する。

重重重要要要 オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。入入入れれれすすす
ぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷めめめままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

1. エンジンを始動し、5 分間程度運転する。これに
よりオイルが温まって排出しやすくなる。

2. オイルが完全に抜けるように、排出口側がやや
低くなるように駐車する。
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3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

4. ドレンの下に廃油受けを置く。ドレンバルブを回し
て開き、オイルを排出する図 22。

注注注 オイルの排出方向を変えたい場合には、ドレ
ンバルブの中にホースを入れると良いでしょう。
ホースは付属品ではありません。

5. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを閉じる。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分してください。

g002148

図図図 22

1. オイルドレンバルブ 2. オイルドレンホース別別別途途途入入入
手手手

6. 補給管図 21から、必要量の80% 程度のオイル
をゆっくり入れる。

7. オイルの量を点検する エンジンオイルの量を点検
する (ページ 12) を参照。

8. 残りのオイルをゆっくり足してFULLマークまで
入れる。

オオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より頻繁な
オイルフィルタの交換が必要です。

1. エンジンからオイルを抜く エンジンオイルの交
換 (ページ 22)を参照。

2. オイルフィルタを外し、フィルタのアダプタガスケッ
トの表面をきれいに拭く図 23。

g001056

図図図 23

1. オイルフィルタ 3. アダプタ

2. アダプタのガスケット

3. フィルタのガスケットにきれいなオイルを薄く塗
る図 23。

4. アダプタにフィルタを取り付け、ガスケットがアダ
プタに当たるまでフィルタを右に回し、そこから更
に 2/3-1 回転増し締めする図 23。

5. 適切な種類の新しいオイルをエンジンに入れる エ
ンジンオイルの交換 (ページ 22)を参照。

6. エンジンを3分間程度運転し、その後にエンジン
を停止し、オイルフィルタの周囲にオイル漏れが
ないか点検する。

7. エンジンオイルの量を点検し、足りなければ注ぎ
足す。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
取り付ける時には電極間のエアギャップを正しく調整し
ておいてください。取り付け、取り外しには必ず専用の
レンチを使い、エアギャップの点検調整にはすきまゲー
ジやギャップ調整工具などを使ってください。必要に応
じて新しい点火プラグと交換してください。

タイプ Champion® RC12YC, Champion® プラチナ
3071 または同等品

エアギャップ0.76 mm

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. 中央の電極部(図 24)を観察する。絶縁体部がう
す茶色や灰色なら適正、黒い汚れがある場合に
はエアクリーナの不良を考える。
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g001470

図図図 24

1. 中央の電極の碍子 3. 隙間実寸ではない

2. 側部の電極

重重重要要要 黒黒黒いいい付付付着着着物物物、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油状状状ののの被被被膜膜膜、、、
欠欠欠けけけなななどどどががが見見見ららられれれたたたららら新新新しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

2. プラグの電極間のエアギャップ図 24を点検し、適
正値から外れていれば外側の電極図 24を曲げ
て調整する。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし
1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が

完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

2. 点火コードを取り外す図 25。

g002358

図図図 25

1. 点火コード 2. 点火プラグ

3. プラグを取り外した時に燃焼室内に異物が落ちな
いように、プラグの周囲をきれいに清掃する。

4. 点火プラグと金属ワッシャを外す。

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ
1. 点火プラグと金属ワッシャを取り付ける。取り付

け前にもう一度エアギャップを確認する。

2. 点火プラグを 24.4-29.8 N·m2.5-3.0 kg.m = 18-22
ft-lbにトルク締めする。

3. 点火コードを接続する図 24。

エエエンンンジジジンンンのののスススクククリリリーーーンンンとととオオオイイイルルル
クククーーーラララののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

使用前に必ず、エンジンのスクリーンとオイルクーラを
点検・清掃してください。オイルクーラのスクリーンとエ
ンジンのスクリーンにたまった刈りかすや汚れ、ごみを
取り除いてください図 26。

g002355

図図図 26

1. エンジンのスクリーン

2. オイルクーラ
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

汚れているフィルタを再取り付けするのは絶対にや
めてください。

1. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

2. マシンが冷えるのを待つ。

3. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄せる
(図 27)。

g007761

図図図 27

1. 燃料フィルタ 3. 燃料ホース

2. ホースクランプ

4. ホースからフィルタを抜き取る。

5. 新しいフィルタをホースに取り付け、クランプで
固定する図 27。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの整整整備備備

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららののの燃燃燃料料料ののの抜抜抜ききき取取取りりりはははエエエンンンジジジンンンががが
冷冷冷えええてててかかかららら行行行ううう。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料が完全に抜けるよう、平らな場所に駐車す
る。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離
れる。

3. 燃料フィルタについているクランプをゆるめ、フィ
ルタからずらす図 27。

4. 燃料フィルタから燃料ホースを抜き取る図 27。

注注注 落ちてくる燃料を燃料容器または廃油受け
に受ける図 27。

注注注 燃料タンクが空になったこの時に燃料フィル
タを交換するのがベストです。

5. フィルタに燃料ホースをつなぎ、クランプで固定
する(図 27)。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを行行行
ううう時時時にににははは、、、コココンンントトトロロローーーラララへへへののの配配配線線線ををを外外外ししし、、、バババッッッテテテリリリーーーののの
マママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルをををバババッッッテテテリリリーーーかかかららら外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

バババッッッテテテリリリーーーののの交交交換換換
ハンドヘルドリモートは、単四電池4本を電源としていま
す。電池を取り付ける時には、極性を良く確認してくだ
さい極性は電池ケースの内側にマーキングしてありま
す。リモコンの電池の取り付け交換方法

1. リモートの裏側にあるねじ6本を外してカバーを
取る(図 28)。

注注注 可能であれば、ゴム製シールとスチール製の
ガスケットを外さずにカバーと電池を外してくださ
い。

g029817

図図図 28

1. ねじ 4. スチール製ガスケット

2. カバー 5. バッテリー

3. シール 6. ハンドヘルドリモート

2. 古い電池を取り出し、地域の条例等に従って処
分する。

3. 新しい電池を入れる 向きに注意すること。

注注注 電池の向きを間違うと、機械が損傷すること
はありませんが、リモコン操作はできません。

4. ゴム製シールとスチール製のガスケットを外してし
まった場合は、これらを注意深く溝にセットする。

5. カバーを元通りに取り付け、先に取り外したねじ6
本を使って固定し図 28、各ねじを 1.5-1.7 N·m
0.15-0.17 kg.m = 13-15 in-lbにトルク締めする。

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
エエエンンンジジジンンン

エンジンのワイヤハーネスには 15A インラインヒュー
ズが組み込まれています。図 29。

g030098

図図図 29

1. ヒューズ

レレレシシシーーーバババ

レシーバのワイヤハーネスにはヒューズブロックが組み
込まれています。コントロールタワーの右側、レシーバ
の後ろにあります図 30。

g029821

図図図 30

1. ヒューズ
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

タイヤ空気圧はひんぱんに点検して適正2.41 bar = 35
psiに保ってください。空気圧が適正でないと、タイヤの
摩耗が通常より早くなります。

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムやタイ
ヤが破損している可能性がありますから、必ず点検
してください。

DOT タイヤ情報は各タイヤの側面にあります。これは
タイやの負荷と速度定格を表すものです。タイヤを交
換する場合には同じまたは上級規格のタイヤを使用
してください。

図 31は空気圧不足で生じる磨耗の例です。

g010294

図図図 31

1. 空気圧不足で生じる磨耗の例

図 32は空気圧過多で生じる磨耗の例です。

g010293

図図図 32

1. 空気圧過多で生じる磨耗の例

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

ベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

50運転時間ごと

噴出し口の方向を変えるときにベルトがスリップする場
合には、ベルトの調整が必要です。

1. プーリ取り付けブラケットをブロアのフレームに固
定しているボルトをゆるめる図 33。

2. プーリ取り付けブラケットにトルクレンチをセット
する図 33。

3. ブロアのノズルから離れる方向にブラケット
を回し、レンチを締めて、締め付けトルクを
22.6-26.0 N·m2.3-2.7 kg/cm2 = 200-230 in-lbと
する図 33。

4. 取り付けボルトを締め付ける。

g015845

図図図 33

1. 取り付けボルト 4. プーリ取り付けブラケッ
トにトルクレンチをセッ
トした状態締め付け値
は 230-265 kg/cm² =
200-230 in-lb

2. プーリ 5. ベルト

3. トルクレンチ用ホース
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そそそののの他他他ののの保保保守守守整整整備備備

吹吹吹ききき出出出ししし口口口ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

吹吹吹ききき出出出ししし口口口のののクククララランンンプププののの点点点検検検
吹き出し口のクランプ図 34が確実にしまっていること
を毎日確認してください。運転中に吹き出し口を何か
にぶつけたり、地面を引きずったりした場合には、ク
ランプがゆるんでいる危険があります。クランプの締
め具を 5.1-5.7 N·m 0.4-0.6 kg.m = 45-50 in-lb にト
ルク締めする。

g008799

図図図 34

1. 噴出し口のクランプ

噴噴噴出出出ししし口口口のののガガガイイイドドドののの清清清掃掃掃
噴出し口の周囲や内部、およびガイドとガイドの間に
ついている刈りかす、ほこり、ごみなどを除去する図
35ガイドに汚れをためると、噴出し口が自由に回転で
きなくなり、モータに無理な負荷が掛かる。

g017855

図図図 35

1. 噴出し口のガイド

リリリモモモコココンンンとととベベベーーースススユユユニニニッッットトトののの連連連
携携携ををを行行行ううう
重重重要要要 連連連携携携開開開始始始手手手順順順ををを行行行ううう前前前ににに、、、手手手順順順全全全体体体をををよよよくくく読読読
んんんでででくくくだだださささいいい。。。

システムを動作させるためには、リモコンとベースユ
ニットとの連携を確立する必要があります。リモコンと
ベースユニットとは連携済みで工場から出荷されます。
連携は、連携Associate手順を実行することによって確
立されます。何らかの理由で、リモコンとベースユニッ
トの連携をもう一度確立する必要が生じた場合たとえ
ば、ベースユニットはそのままでリモコンのみを買い換
えた場合や、電波の干渉などが理由で周波層を変更し
た場合には、以下の手順を実施してください。

プロフォースのベースユニットには、プロフォースのリモ
コン以外は連携できません。ベースユニットと連携して
いるリモコンを、別のベースユニットに連携させると、も
とのベースユニットとの連携は解除されます。

注注注 電波障害が発生している場所では、無線リモコンの
使用中に連携が外れることがあります。連携を行って
いる最中、ベースユニットは複数の周波数の中から最
も良い周波数を選択しますので、電波障害が発生し
ている場所や連携が外れる場所で連携を確立すると
最良の連携になります。

1. ベースユニットの電源を切る。

2. リモコンを手に持って、ベースユニットの近くに
立つリモコンとベースユニットとの間に障害物が
ないようにする。

3. 右回転ボタンと左回転ボタンを同時に押して保持
するLEDが1秒間に1回程度の割合で点滅する。

4. 両方のボタンを押し続けると、LED の点滅が1秒
間に2回程度に変わる。

5. ボタンから手を離す。

6. 左回転 ボタンを長押しする。LED が1秒間に2回
程度の割合で点滅する。

7. 左回転 ボタンをおしたままでエンジンキーを RUN
位置にする。LED が点滅から点灯に変れば連
携は成功。

注注注 連携確立まで20秒程度の時間が必要。

8. 左回転ボタンから手を離す。

以上でシステムの連携は確立された。
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図図図 36

1. LED ライト 5. 右へ回転

2. 左へ回転 6. エンジン速度上昇

3. エンジン速度降下 7. エンジン停止

4. エンジン始動

保保保管管管
マママシシシンンンののの保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、点火

プラグコードを外し、キーを抜き取る。

2. 機体各部に付着している泥や刈りかすをきれいに
落とす。特にエンジンのシリンダヘッドや冷却フィ
ン部分やブロアハウジングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

3. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 20)を参照。

4. エンジンオイルを交換する エンジンオイルの交
換 (ページ 22)を参照。

5. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 13)を参照。

6. 長期間30日以上にわたって保管する場合には。
以下の手順で格納準備を行う

A. 燃料タンクの燃料に石油系スタビライザー/コ
ンディショナーを添加する。混合の方法はス
タビライザーのメーカーの指示に従う。アル
コール系のスタビライザエタノール系やメタ
ノール系は使用しないこと。

注注注 スタビライザは、新しい燃料に添加して常
時使うのが最も効果的です。

B. エンジンをかけて、コンディショナ入りの燃料
を各部に循環させる5分間。

C. エンジンを停止し、エンジンの温度が下がる
のを待って燃料を抜き取る 燃料タンクの整備
(ページ 25)を参照。

D. エンジンを再度始動するチョークを引いて始
動し自然に停止するまで運転する。

E. チョークを引く。始動できなくなるまでエンジ
ンの始動運転を続ける。

F. 抜き取った燃料は地域の法律などに従って
適切に処分する。それぞれの地域の法律な
どに従って適正にリサイクルなどする。

重重重要要要 スススタタタビビビララライイイザザザ品品品質質質安安安定定定剤剤剤ををを添添添加加加しししたたた燃燃燃料料料ででで
あああっっってててももも、、、スススタタタビビビララライイイザザザメメメーーーカカカーーーががが推推推奨奨奨すすするるる保保保管管管
期期期間間間ををを越越越えええててて保保保管管管しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

7. 点火プラグを外し、点検を行う 点火プラグの点検
(ページ 23)を参照。プラグの取り付け穴からエン
ジンオイルをスプーン2杯程度入れ、スタータを回
してエンジンをクランクさせ、オイルをシリンダ内
部に行き渡らせる。 点火プラグを取り付ける。点
火コードは取り付けないでください。

8. 各ボルト類の締め付けを確認する。破損したり摩
耗したりしたパーツを交換する。
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9. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をす
る。ペイントは代理店で入手することができる。

10. 汚れていない乾燥した場所で保管する。始動ス
イッチのキーは必ず抜き取って子供などの手の
届かない場所に保管する。機体にはカバーを
掛けておく。

ごごごみみみののの処処処分分分
エンジンオイル、エンジン、リモコンのバッテリーなど
は、環境汚染物質とされています。これらものを処分
する場合には、地域の法令などにしたがって行ってく
ださい。
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故故故障障障探探探究究究

故故故障障障コココーーードドドののの確確確認認認
故障診断ランプが故障ありの表示をしている場合には、 故障診断ランプ (ページ 10)を参照してください。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドでででコココーーードドドををを見見見るるるにににははは
1. エンジンキーをOFF 位置に回してエンジンを停止させる。

2. 故障診断コネクタ2個についているキャップを外す図 37A。
3. 故障診断コネクタ同士を接続する (図 37 B)。

g029822

図図図 37

4. エンジンキーをRUN 位置に回してエンジンに通電する。

5. 故障コードはLEDの点滅回数で示されるので、回数を数えて表で確認する

注注注 2つ以上の故障がある場合には、2つのコードが点滅で表示された後、長い休止があり、その後に
再び表示が繰り返されます。

コココーーー
ドドド

LEDののの点点点滅滅滅パパパタタターーーンンン 内内内容容容 詳詳詳細細細

マシンの動作不良

コネクタが外れた点検して外れていれば適切に接続する。

配線不良代理店に連絡する。

11 点灯・休止・点灯・長い休止、の
繰り返し

ベースとの通信遮断

ベースが不良代理店に連絡する。

12 点灯・休止・2回点灯・長い休
止、の繰り返し

ベースとハンドヘルドとの
バージョン不一致

ソフトウェアの不一致。TORODIAG で正しいソフトウェアをイ
ンストール代理店に連絡する。

13 点灯・休止・3回点灯・長い休
止、の繰り返し

ハンドヘルドの不良RevAで
対処不能

製品同士の連携が不能プロパスのハンドヘルドでMH400のソ
フトウェア更新をしようとしている

14 点灯・休止・4回点灯・長い休
止、の繰り返し

オイル圧が低いのでETRが
落ちた。

オイル圧が低い。オイルを点検。これが続く場合はオイル圧
力スイッチの不良の可能性。

15 点灯・休止・5回点灯・長い休
止、の繰り返し

電圧が低いのでETRが落ち
た。

電圧レギュレータまたはオルタネータが不良代理店に連絡
する。
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故故故障障障コココーーードドドのののリリリセセセッッットトト
問題が解決したら、キーを RUN 位置にして、診断コネクタを一旦外してからもう一度接続します。故障診断ラン
プが1秒間に1回の点滅を開始します。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドををを終終終了了了すすするるるにににははは
1. エンジンキーをOFF 位置に回してエンジンを停止させる。

2. 故障診断コネクタ同士の接続を外す。

3. 故障診断コネクタにキャップを元通りに取り付ける。
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EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”) は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたの情報をあなたの居住国の外に移動する場合には、弊社は必ず法律が定める手続きを踏み、あなたの情報が安全に取り扱われ適切な保
護がおこなわれるように、そして正しく取り扱われるように配慮します。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる
権利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社があなたの情報を取り扱った方法に懸念
をお感じになった場合には、弊社に直接申し立てをしていただくようにお願い申し上げます。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ —www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、点火プラグ、キャスタホイール、ベ
アリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の
部品としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓
などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーのみ2年経過後は日割り計算とします。詳細につ
いてはバッテリーのサービスマニュアルを参照のこと。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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